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令
和
７
年
度
第
50
回
春
野
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
が
４
月
18
日
（
金
）
ホ
テ
ルS

P
-
h
a

ru
n
o
-

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
部
員
20
名
が
出
席
し
、
左
記
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
春
野
町
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
予
定
で
す
。

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

剰
余
金
の
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

令
和
７
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

部
員
加
入
承
認
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

そ
の
他

第
７
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
審
議
の
結
果
、
左
記
の
役

員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

部
長

津
野

彰
太
郎

㈲
岡
林
木
材

副
部
長

安
並

哲

㈲
永
和
鉄
工
所

副
部
長

前
島

裕
彦

㈱
南
海
運
輸

副
部
長

西
込

陽
星

㈱
に
し
ご
み

副
部
長

吉
井

裕
清

㈲
セ
イ
コ
ー
物
流

幹
事

小
畑

尚
義

幹
事

矢
野

俊
成

監
事

浅
井

侑

㈲
宮
地
観
光
バ
ス

監
事

廣
井

志
保

C
as
o
l
a
r
e
V
e
r
d
e
B
l
u

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、
左
記
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号

は
る
の
土
曜
夜
市
出
店
・
設
営
協
力
に
つ
い
て

第
２
号

第
２
回
春
野
町
の
お
店
体
験
開
催
に
つ
い
て

第
３
号

(

仮
称)

桜
の
ど
自
慢
大
会
開
催
に
つ
い
て

議
事
・
報
告
事
項
の
後
に
は
、
９
名
の
来
賓
紹
介

と
、
来
賓
を
代
表
し
て
高
知
県
議
会
議
員
久
保
博
道

様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
総
会
を

も
っ
て
退
任
す
る
上
田
晃
大
前
部
長
に
、
津
野
彰
太

郎
新
部
長
よ
り
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
ま
し

た
。
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令
和
７
年
度
第
49
回
春
野
商
工
会
女
性
部
総
会
が
同
日
、
同
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
部
員
７
名
が
出
席
し
、
左
記
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
収
支
決
算
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
７
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

役
員
改
選
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

新
規
部
員
加
入
承
認
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
審
議
の
結
果
、
左
記
の
役
員
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

部
長

上
田

里
有

㈲
ピ
ー
・
プ
ラ
ン

副
部
長

土
居

春
枝

土
居
鮮
魚
店

副
部
長

野
本

和
子

S
we
e
t
s
St
u
d
i
o
K
u
r
a

監
事

脇
本

歩

h
ai
r
a
n
d
m
a
k
e
a
f
f
e
ct

監
事

田
原

美
佐
子

㈱
ト
ラ
イ

続
い
て
、
報
告
事
項
と
し
て
、
左
記
の
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号

古
切
手
の
集
ま
り
状
況
に
つ
い
て

第
２
号

上
田
部
長
の
県
女
連
理
事
推
薦
に
つ
い
て

そ
の
後
、
本
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
細
木
日
出
子
前
部
長
に
、
上
田
里
有
新

部
長
よ
り
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
に
開
催
さ
れ
た
青
年
部
・
女
性
部
合
同
懇
親
会
で
は
、
ご
来
賓
含
め
、

総
勢
38
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の

皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
春
野
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
活

動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

春
野
商
工
会

青
年
部

部
長

津
野

彰
太
郎

春
野
商
工
会

女
性
部

部
長

上
田

里
有

第
50
回
春
野
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会
開
催

第
49
回
春
野
商
工
会
女
性
部
通
常
総
会
開
催

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
新
役
員
が
決
定

観
光
振
興
事
業

桜
の
公
園
清
掃
活
動

ご
報
告
と
お
礼

令
和
７
年
３
月
15
日
（
土
）
、
桜
の
公
園(

高
知
市
春
野
町
西
分
、

ピ
ア
ス
テ
ー
ジ
第
３
駐
車
場)

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
天
気
も
何
と
か
持
ち
こ
た

え
、
予
定
通
り
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
事
業
者

様
や
商
工
会
役
職
員
等
31
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
約
１
時

間
半
の
作
業
で
大
変
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団
体
様
（
敬
称
略
順
不
同
）
〉

〇
株
式
会
社
に
し
ご
み

〇
株
式
会
社
土
佐
御
苑

ホ
テ
ルS

P
-
ha
r
u
n
o
-

〇
株
式
会
社
四
国
銀
行

弘
岡
支
店

〇
三
和
段
ボ
ー
ル
株
式
会
社

〇
株
式
会
社
嶋
岡
組

〇
あ
じ
さ
い
愛
好
会

〇
株
式
会
社
高
知
銀
行

春
野
支
店

〇
株
式
会
社N

o
L
a
z
e

〇C
a
f
é
d
u
g
la
c
e

〇
谷
造
園

〇
ア
ト
ム
電
器
春
野
店

〇
高
知
市

春
野
地
域
振
興
課

〇
有
限
会
社
セ
イ
コ
ー
物
流

青
年
部
女
性
部
合
同
講
習
会
・
新
年
会

開
催

令
和
７
年
１
月
25
日
（
土
）
ホ
テ
ルS

P
-
h
a
r
u
n
o
-

に
て
、
春
野

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
が
主
催
す
る
合
同
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
青
年
部
員
・
女
性
部
員
・
一
般
合
わ
せ
て
19
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

講
師
に
株
式
会
社S

H
I
F
T

P
L
U
S

生
成A

I

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

小
林
洋
実
様
を
招
聘
し
、
「
生
成A

I

・C
h
a
t
G
P
T

の
基
本
と
活
用
事

例
」
と
題
し
て
、
生
成A

I

の
種
類
・
企
業
の
活
用
事
例
・
効
果
等

の
概
要
説
明
、C

h
a
t
G
P
T

の
操
作
方
法
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
実
践

を
交
え
た
具
体
的
な
使
い
方
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
具
体
例
を
用
い
た
講
義
で
受
講
者
の
生
産
性
向
上
・

省
力
化
・
販
路
開
拓
に
役
立
ち
そ
う
な
事
例
も
多
く
、
質
疑
応
答

で
は
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
講
習
会
終
了
後
に
は
講
師
・
事
務
局
も
交
え
た
合
同
新
年
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
積
極
的

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
盛
会
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
商
工
会
に
お
け
る
制
度
の
１
つ
で
あ
る

『
専
門
家
派
遣
事
業
』
を
活
用
い
た
し
ま
し
た
。
『
専
門
家
派
遣

事
業
』
と
は
、
み
な
さ
ま
の
相
談
に
応
じ
て
、
商
工
会
連
合
会
が

選
定
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。
専
門
性
の
高
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【
青
色
申
告
会
と
は
】

青
色
申
告
会
は
、
個
人
事
業
主
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
る
全

国
的
な
納
税
者
団
体
で
す
。
（
全
国
組
織
は
一
般
社
団
法
人
全
国

青
色
申
告
会
総
連
合
）
「
税
は
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
も
と
に
、
納
税
者
が
自
主
的
に
つ
ど
い
、

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
青
色
申
告
会
は
、
会
員
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
役
員
を
中
心
に
自
主
的
・
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
春
野
町
青
色
申
告
会
】

春
野
町
青
色
申
告
会
は
、
春
野
町
内
47
事
業
所
で
組
織
さ
れ
昭

和
46
年
２
月
９
日
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
事
業
内
容
と
し

て
は
、
青
色
申
告
制
度
普
及
活
動
、
顧
問
税
理
士
・
中
小
企
業
診

断
士
等
に
よ
る
決
算
・
確
定
申
告
指
導
、
税
務
・
簿
記
研
修
が
実

施
さ
れ
、
昭
和
56
年
に
は
会
員
数
１
１
２
事
業
所
を
ピ
ー
ク
に
現

在
で
は
、
35
事
業
所
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

春
野
町
青
色
申
告
会
を
取
巻
く
環
境
変
化
は
、
平
成
20
年
１
月

に
高
知
市
と
合
併
し
た
こ
と
で
税
務
署
管
轄
区
域
が
高
知
税
務
署

に
変
更
（
合
併
前
は
伊
野
税
務
署
）
と
な
っ
た
こ
と
で
高
知
青
色

申
告
会
と
併
存
（
市
町
村
の
行
政
単
位
で
組
織
）
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
青
色
申
告
制
度
の
普
及
、
商
工
会
業
務
と
の
重
複

に
よ
り
組
織
が
希
薄
化
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

高
知
税
務
署
管
内
の
青
色
申
告
会
の
現
状
と
し
て
は
、
高
知
市

に
は
、
高
知
青
色
申
告
会
・
春
野
町
青
色
申
告
会
が
組
織
さ
れ
土

佐
郡
土
佐
町
・
大
川
村
に
は
組
織
が
な
く
高
知
青
色
申
告
会
に
加

入
し
て
る
状
況
で
し
た
。

【
解
散
に
至
っ
た
経
緯
】

解
散
時
は
会
長
を
含
む
役
員
３
名
の
執
行
部
体
制
、
会
員
数
35

事
業
所
で
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
総
会
へ
の
出
席
も

少
な
く
開
催
を
見
送
っ
た
年
度
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
執
行
部

の
高
齢
化
も
あ
り
次
期
改
選
に
よ
る
候
補
者
が
い
な
い
状
況
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
が
青
色
申
告
制
度
・
記
帳
、
決
算

確
定
申
告
指
導
、
税
務
研
修
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
３
回
春
野
商
工
会
理
事
会(

令
和
６
年
12
月
６
日

開
催)

に
お
い
て
解
散
の
是
非
を
伺
い
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
令
和

７
年
度
春
野
町
青
色
申
告
会
通
常
総
会
・
臨
時
総
会
（
令
和
７
年

１
月
29
日
開
催
）
で
の
議
決
を
経
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

【
当
会
の
今
後
の
活
動
方
針
】

前
述
の
通
り
、
商
工
会
で
は
経
営
改
善
普
及
事
業
の
一
環
と
し

て
経
理
・
税
務
等
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
今
後
も
継
続
し
、
青
色

申
告
制
度
の
普
及
活
動
、
記
帳
、
決
算
確
定
申
告
指
導
、
税
務
研

修
等
も
都
度
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
青
色
申
告
会
に
引
続
き
加
入
を
希
望
す
る
方
に
は
、
高
知

青
色
申
告
会
を
斡
旋
し
対
応
い
た
し
ま
す
。

春
野
町
青
色
申
告
会
解
散
の
お
知
ら
せ

高
知
県
商
工
会
青
年
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

開
催

幹
事
：
春
野
商
工
会
青
年
部

令
和
７
年
２
月
８
日
（
土
）
ボ
ウ
ル
か
つ
ら
し
ま
に
て
高
知
県
商
工
会
青
年
部
チ
ャ
リ

テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
高
知
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
料
と
し
て
参
加
者
１

名
当
り
５
０
０
円
の
募
金
を
徴
収
し
、
集
め
た
募
金
を
全
青
連
災
害
復
興
支
援
事
業
の

「
百
円
玉
募
金
」
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
春
野
商
工
会
青
年
部
が
幹
事
を
務
め
ま

し
た
。

当
日
は
春
野
商
工
会
青
年
部
員
が
受
付
や
司
会
を
務
め
、
全
体
で
55
名
（
春
野
商
工
会

は
８
名
）
の
青
年
部
員
・
O
B
部
員
等
が
参
加
し
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
当

春
野
商
工
会
青
年
部
の
成
績
は
、
個
人
の
部
６
位
に
西
込
陽
星
さ
ん
、
団
体
の
部
３
位
に

西
込
陽
星
さ
ん
と
吉
井
裕
清
さ
ん
が
見
事
に
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
に
は
土
佐
御
苑
に
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
全
体
で
48
名
（
春
野
商
工
会
は
９
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
日
頃
は
各
地
域
で
活
動
す
る

県
下
の
青
年
部
員
が
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
大
変
有
意

義
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
は
、
部
員
間
の
交
流
や
人
脈
作
り
・

情
報
収
集
・
意
見
交
換
等
を
通
じ
各
事
業
者
の
経
営
に

役
立
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
期

的
に
高
知
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
事
業
に
参
画
し

て
い
ま
す
。

春
野
商
工
会
青
年
部
で
は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
商
工
会
会
員
も
し
く
は
会
員
の
親
族
、
法
人

役
員
、
後
継
者
等
で
45
歳
以
下
の
男
女
が
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は
お
近
く
の
青
年
部
員

ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
長

西
村

幸
祐

異
動
の
ご
挨
拶

拝
啓

新
緑
の
候

い
よ
い
よ
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
南
国
市
商
工
会
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
過
日
着
任
致
し
ま
し
た
。

在
任
中
に
は
、
役
職
員
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多
く
の
励
ま
し
を
い
た
だ
き
初
め
て
事
務

局
長
と
し
て
未
熟
な
が
ら
も
、
春
野
商
工
会
の
発
展
に
多
少
な
り
に
も
貢
献
で
き
た
の
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
こ
と
に
有
難
く

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
地
で
は
、
『
連
続
ド
ラ
マ

あ
ん
ぱ
ん
』
で
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
観
光
等
で
の

経
済
効
果
が
ド
ラ
マ
の
内
容
共
に
楽
し
み
で
も
あ

り
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
長
と
し
て
春

野
町
で
の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
な
が
ら
精
一
杯

努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
今
後

と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
お
礼
か
た
が
た
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

異動

経
営
指
導
員

坂
本

稔
朗

着
任
の
ご
挨
拶

本
年
４
月
１
日
よ
り
、
春
野
商
工
会

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
経
営
指
導
員

の
坂
本
稔
朗
（
さ
か
も
と

な
る
あ
き
）

と
申
し
ま
す
。
前
職
は
高
知
県
商
工

会
連
合
会
を
始
め
、
中
土
佐
町
商
工

会
、
越
知
町
商
工
会
、
香
美
市
商
工

会
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

地
域
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を

取
巻
く
経
営
環
境
は
人
手
不
足
、
物

価
高
騰
等
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
で
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
と
は
各

種
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
計
画
の

策
定
支
援
や
各
種
講
習
会
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
前
任
者

同
様
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着任

い
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
の
講
習
会
の
様
に
、
セ
ミ
ナ
ー
方

式
で
の
受
講
の
他
、
１
対
１
で
の
個
別
相
談
も
可
能

で
す
。

《
よ
く
あ
る
ご
相
談
》

○
事
業
計
画
を
作
成
し
た
い
、
見
直
し
た
い

○
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
た
い
、
付
加
価
値

を
高
め
た
い

○
業
務
効
率
化
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し

た
い

○
就
業
規
則
の
見
直
し
、
36
協
定
の
見
直
し
を
し
た

い○
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応

を
指
導
し
て
ほ
し
い

中
小
企
業
診
断
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
税
理
士
、

司
法
書
士
、
I
T
専
門
家
等
の
講
師
が
、
経
営
改
善
、

働
き
方
改
革
、
法
改
正
な
ど
様
々
な
ご
相
談
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
春
野
商
工
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。


